
年間授業計画　新様式例

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 B 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

外貨建取引

税効果会計

財務諸表分析

連結財務諸表

総合演習

資産の意味と分類

資産の評価

流動資産

固定資産

1

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

・損益計算書作成上の原則や注記な
どを理解させるよう指導する。

・役務収益と役務原価の意味を理解
させる。また、適切な会計処理がで
きるよう指導する。

・外貨建取引の意味を理解させる。
また、適切な会計処理ができるよう
指導する。

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表
活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業
規律

○ ○ 21

損益計算書の作成

○ 1

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表
活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業
規律

○ ○ ○

固定負債

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

新株予約権

貸借対照表の作成

105

○ 24

・財務会計における総合的な記帳に
関する手続きと会計処理ができるよ
う指導する。

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表
活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業
規律

2

合計

1

○ 19

定期考査
○ ○

・流動負債・固定負債の記帳に関す
る手続きを理解させる。

・株式会社の資本金・資本剰余金・
利益剰余金の記帳に関する手続きを
理解させる。

態
配当
時数

・自己株式の記帳に関する手続きを
理解させる。
・新株予約権の記帳に関する手続き
を理解させる。

・貸借対照表作成上の原則や注記な
どを理解させる。

３
学
期

・税効果会計の意味を理解させる。
また、適切な会計処理ができるよう
指導する。
・財務諸表分析についての意味と方
法を理解させる。
・財務諸表分析の種類についてに理
解させる。
・連結会計がどのようなものか理解
させる。
・連結会計がなぜ必要なのかを理解
させる。

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表
活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業
規律

○ ○

２
学
期

・損益計算書の役割と区分を理解さ
せる。

・損益計算書の区分がなぜ必要なの
かを理解させる。

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表
活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業
規律

○ ○

定期考査
○ ○

売上高

売上原価

販売費および一般管理費

営業外損益

特別利益・特別損失

その他財務諸表

役務収益・役務原価
○

1
学
期

・財務会計の基礎的な内容について
理解させる。

・資産の意味・分類及び資産評価の
意味について理解させるよう指導す
る。

・流動資産・固定資産の記帳に関す
る手続きを理解させる。

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表
活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業
規律

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7

○ ○ 9

定期考査
○

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表
活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業
規律

○

流動負債

財務会計Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

財務会計について実務に即して体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身につけるようにす
る。

企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥
当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するととも
に、会計的側面から企業を分析する力を養う。

会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び、適切
な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

商業

【 知　識　及　び　技　能 】会計実務に即して体系的・系統的に理解し、関連する技術を身に付ける。

企業会計に関する法規と基準を適切に運用する力の向上を目指し、取引の記録と財務諸表の作成に主体的・
協働的に取り組む態度を養う。

新財務会計Ⅰ（実教出版）

ビジネスにおける取引の記録と財務諸表の作成方法などについて、課題を見いだし、科学的な根拠に基づい
て課題に対応する力を養う。

財務会計Ⅰ
商業 財務会計Ⅰ 3

高等学校 令和6年度（2学年 選択科目）  教科： 商業  科目：

（A選択 ： 山縣・澤田・神藤)


